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【
創
刊
に
あ
た
っ
て
】 

四
街
道
市
史
編
さ
ん
委
員
会
委
員
長 

武
富 

裕
次 

本
市
で
は
、
総
合
計
画
に
お
け
る
施
策
「
文
化
の
創
造

と
歴
史
の
継
承
」
を
実
現
す
る
た
め
、
市
史
編
さ
ん
事
業

の
方
向
性
を
示
す
「
市
史
編
さ
ん
基
本
方
針
」
を
平
成
二

九
年
二
月
に
制
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
た
び
基
本

方
針
の
付
帯
事
業
に
基
づ
き
、「
よ
つ
か
い
ど
う
市
史
編
さ

ん
だ
よ
り
」
を
創
刊
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

今
日
、
市
民
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
高
ま
る
中
、
私
た

ち
の
「
ふ
る
さ
と
四
街
道
」
へ
の
深
い
誇
り
と
愛
着
を
持

て
る
「
郷
土
愛
の
醸
成
」
と
未
来
へ
向
け
た
「
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
な
市
史
編
さ
ん
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
の
市
域
は
、
今
か
ら
約
千
三
百
年
前
の
古
代
に

制
定
さ
れ
た
「
大
宝
律
令
」
に
お
い
て
、「
下
総
国
千
葉
郡

物
部
郷
（
旧
千
代
田
町
域
）・
山
梨
郷
（
旧
旭
村
域
）」
と

し
て
編
成
さ
れ
、
中
近
世
の
時
代
を
挟
み
、
佐
倉
藩
西
洋

式
砲
術
演
習
地
の
流
れ
を
受
け
継
い
だ
明
治
時
代
以
降
、

「
関
東
一
の
大
砲
射
撃
場
」、「
軍
隊
の
ま
ち
」
と
し
て
発

展
し
ま
し
た
。
終
戦
後
に
は
文
教
都
市
、
旧
演
習
地
農
地

開
拓
、
団
地
開
発
を
推
し
進
め
、
急
激
な
人
口
増
加
を
辿

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
歴
史
的
大
転
換
を
迎
え
た
時
代
を
、

後
世
に
伝
え
る
べ
く
資
料
調
査
・
収
集
・
研
究
に
努
め
、

全
貌
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

今
後
は
編
さ
ん
作
業
に
お
け
る
経
過
・
成
果
を
「
市
史

編
さ
ん
だ
よ
り
」
で
掲
載
し
て
い
く
予
定
で
す
。
こ
の
市

史
編
さ
ん
だ
よ
り
を
通
じ
、
郷
土
四
街
道
の
歴
史
や
文
化

へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

幸
い
で
す
。 

 

【
創
刊
記
念
特
集
】  

大
坂
夏
の
陣
と
四
街
道 

～
真
田
信
繁
に
挑
ん
だ
男  

間
宮
新
四
郎
盛
定
～ 

一
．
は
じ
め
に 

慶
長
二
〇
（
一
六
一
五
）
年
の
徳
川
家
・
豊
臣
家
の
大

決
戦
「
大
坂
夏
の
陣
」
に
お
い
て
、
豊
臣
勢
名
将
「
真
田

信
繁
（
幸
村
）」
に
一
戦
を
挑
ん
だ
四
街
道
市
山
梨
地
区
出

生
の
徳
川
勢
武
将
「
間
宮
新
四
郎
盛
定 

(

も
り
さ
だ)

」
に
つ

い
て
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

二
．
豊
臣
秀
吉
の
小
田
原
征
伐
と
天
下
統
一 

織
田
信
長
が
明
智
光
秀
に
討
た
れ
た
「
本
能
寺
の
変
」

の
後
、
羽
柴
秀
吉
は
関
白
・
太
政
大
臣
へ
就
任
、
豊
臣
姓

を
賜
り
、
織
田
政
権
後
継
者
の
地
位
を
得
ま
し
た
。
天
正

一
八
（
一
五
九
〇
）
年
に
は
関
東
の
「
小
田
原
北
条
氏
・

千
葉
氏
」
を
滅
ぼ
し
（
小
田
原
征
伐
）、「
天
下
統
一
」
を

成
し
遂
げ
ま
す
。
関
白
秀
吉
よ
り
、
三
河
・
駿
河
か
ら
関

東
へ
領
土
移
封
を
命
じ
ら
れ
た
家
康
は
、
間
宮
氏
を
始
め
、

多
く
の
小
田
原
北
条
氏
・
千
葉
氏
旧
遺
臣
を
自
身
の
旗

本
・
家
臣
と
し
て
取
り
込
み
ま
し
た
。 

 

 
 三

．
佐
々
木
氏
支
流
間
宮
一
族
と
四
街
道 

隅
立
四
ツ
目
結
紋
を
家
紋
と
す
る
「
間
宮
氏
」
は
、
鎌

倉
・
室
町
時
代
に
全
国
的
勢
力
を
持
っ
た
守
護
大
名
「
佐
々

木
氏
」
の
一
族
で
、
第
五
九
代
宇
多
天
皇
（
在
位
八
八
七

年
～
八
九
七
年
）
の
孫
「
源
雅
信
」
か
ら
派
生
し
た
武
門

「
宇
多
源
氏
」
の
一
派
で
す
。
一
族
か
ら
は
六
角
氏
・
京

極
氏
・
尼
子
氏
・
黒
田
氏
・
横
山
氏
・
大
熊
氏
・
大
橋
氏
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な
ど
、
数
々
の
名
門
近
江
源
氏
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。 

間
宮
一
族
は
戦
国
時
代
に
な
る
と
、
相
模
国
一
帯
に
勢

力
を
広
げ
た
伊
勢
新
九
郎
盛
時
（
北
条
早
雲
）
の
家
臣
と

な
り
、
小
田
原
北
条
氏
重
臣
と
し
て
数
々
の
戦
功
を
上
げ
、

関
東
に
そ
の
武
名
を
轟
か
せ
ま
し
た
。
中
で
も
、
氏
康
・

氏
政
・
氏
直
三
代
に
仕
え
た
間
宮
康
俊
一
門
の
「
康
信
・

綱
信
・
信
盛
」
が
特
に
知
ら
れ
、
間
宮
三
傑
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
小
田
原
征
伐
で
は
、
間
宮
一
族
も
大
奮
闘
し

ま
し
た
が
、
秀
吉
軍
の
前
に
敗
れ
、
徳
川
旗
本
に
取
り
立

て
ら
れ
ま
し
た
。 

康
俊
を
継
ぐ
間
宮
宗
家
の
「
新
左
衛
門
直
元
」
は
、
本

市
域
の
鹿
渡
村
二
八
一
石
・
中
野
村
・
和
田
村
・
成
山
村

な
ど
千
葉
郡
・
印
旛
郡
内
に
一
〇
〇
〇
石
の
知
行
地
を
、

直
元
の
叔
母
「
於
久 

(

お
ひ
さ)

」
は
家
康
側
室
に
、
綱
信

嫡
子
の
「
庄
五
郎
正
重
」
は
高
津
村
（
八
千
代
市
）
に
、

正
重
弟
の
「
十
左
衛
門
頼
次
（
盛
定
父
）
」
は
山
梨
村
（
四

街
道
市
）
に
二
〇
〇
石
の
知
行
地
を
得
ま
し
た
。 

 

四
．
大
坂
の
陣
と
間
宮
一
族 

慶
長
五
（
一
六
〇
〇
）
年
九
月
、
秀
吉
五
奉
行
の
石
田

三
成
と
争
っ
た
「
関
ヶ
原
の
戦
い
」
に
お
い
て
も
、
間
宮

一
族
は
戦
功
を
上
げ
、
「
大
坂
の
陣
」
へ
と
続
き
ま
す
。 

慶
長
一
九
（
一
六
一
四
）
年
一
一
月
「
冬
の
陣
」
で
は
、

宗
家
の
間
宮
直
元
が
赤
備
え
の
井
伊
直
孝
隊
に
加
わ
り
、

井
伊
隊
は
信
繁
が
築
い
た
あ
の
「
真
田
丸
」
に
最
前
線
で

攻
戦
し
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
翌
二
〇
（
一
六
一
五
）
年
の
五
月
七
日
、「
夏
の

陣
」
に
お
け
る
最
終
決
戦
「
天
王
寺
・
岡
山
の
戦
い
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。 

明
け
方
、
徳
川
勢
で
は
江
戸
幕
府
二
代
将
軍
秀
忠
が
岡

山
口
方
面
に
出
陣
。
将
軍
直
属
の
「
大
番
頭
」
と
し
て
高

木
正
次
隊
、
阿
部
正
次
隊
が
従
い
、
そ
の
先
手
に
前
田
利

常
、
本
多
忠
純
、
黒
田
長
政
ら
に
続
き
、
藤
堂
高
虎
、
井

伊
直
孝
、
細
川
忠
興
、
本
多
康
俊
ら
が
進
発
。
後
備
に
水

野
忠
清
、
土
井
利
勝
ら
が
続
き
ま
し
た
。
こ
の
時
、
間
宮

十
左
衛
門
家
二
代
目
で
弱
冠
一
九
歳
の
若
武
者
「
間
宮
新

四
郎
盛
定
」
は
、
従
兄
弟
の
「
間
宮
庄
五
郎
正
秀
」
と
共

に
「
大
番
」
と
し
て
高
木
隊
に
従
い
参
戦
。
大
御
所
家
康

は
、
天
王
寺
口
方
面
に
出
陣
。
先
手
に
本
多
忠
朝
、
真
田

信
吉
・
信
政
（
信
之
子
・
信
繁
甥
）
ら
が
備
え
、
道
明
寺

近
辺
に
は
伊
達
政
宗
ら
が
出
陣
し
ま
し
た
。
そ
し
て
茶
臼

山
方
面
に
は
、
越
前
松
平
忠
直
隊
が
進
み
し
た
。 

 

正
午
過
ぎ
に
天
王
寺
口
付
近
で
開
戦
。
豊
臣
勢
真
田
信

繁
隊
が
茶
臼
山
か
ら
討
っ
て
出
て
越
前
松
平
隊
に
突
撃
、

そ
し
て
家
康
本
陣
へ
突
き
進
み
ま
す
。
家
康
本
陣
が
信
繁

隊
・
毛
利
勝
永
隊
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
へ
、
高
木
・

間
宮
隊
ら
が
救
援
へ
駆
け
つ
け
ま
し
た
。
庄
五
郎
正
秀
は

「
五
月
七
日
眞
田
幸
村
が
陣
を
う
ち
て
戦
死
す
。
年
三
十

一
…
」（『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』）
と
あ
る
よ
う
に
、
両
軍
大

乱
戦
と
な
り
多
数
の
戦
死
者
を
出
し
ま
し
た
。 

や
が
て
疲
弊
し
た
信
繁
隊
が
撤
退
、
信
繁
は
越
前
松
平

隊
の
西
尾
仁
左
衛
門
に
討
取
ら
れ
、
豊
臣
勢
は
大
坂
城
へ

総
退
却
、
深
夜
に
は
大
坂
城
が
全
焼
し
陥
落
し
ま
し
た
。

翌
八
日
に
は
豊
臣
秀
頼
が
自
害
し
、
豊
臣
家
が
滅
亡
。
名

実
と
も
に
、
徳
川
の
時
代
と
な
り
ま
し
た
。 

「
勇
戦
し
て
鎗
創
を
か
う
ぶ
り
、
凱
旋
の
ゝ
ち
い
く
ほ
ど

な
く
死
す
・
・
・
」（『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』） 

勇
戦
し
た
盛
定
は
、
こ
の
戦
い
に
お
い
て
槍
で
負
傷
し

な
が
ら
も
凱
旋
、
程
な
く
没
し
ま
し
た
。 

 五
．
間
宮
十
左
衛
門
家
と
山
梨
大
隆
寺 

盛
定
亡
き
後
、
弟
の
「
信
繩
（
吉
俊
）」
が
十
左
衛
門
家

を
継
承
。
山
梨
地
区
内
の
「
鷲
棲
山
大
隆
寺
」
本
堂
裏
に

は
、
約
三
五
〇
年
前
に
建
立
さ
れ
た
一
族
を
弔
う
供
養
墓

が
今
も
ひ
っ
そ
り
と
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

（
文
・
市
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
事
務
局
） 

参
照
：
日
色
義
忠
「
続
無
縁
仏
と
な
っ
た
旗
本
間
宮
氏
の
群
像
」
『
四

街
道
市
の
文
化
財
第
15
号
』・
平
山
優
『
真
田
信
繁 

幸
村
と
呼
ば
れ
た

男
の
真
実
』・『
国
史
大
系 

徳
川
実
記
第
二
編
』・
他 

 
 

 

【
さ
か
の
ぼ
り 

四
街
道
の
歴
史 

第
一
回 

】 
 

四
街
道
町
の
誕
生 

昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
三
月 

 

こ
の
年
に
は
、 

 

国
外 

ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
（
5
月
）
冷
戦
激
化 

国
内 

砂
川
闘
争
（
9
月
）・
自
民
党
結
成
（
11
月
） 

原
子
力
基
本
法
（
12
月
） 

神
武
景
気
（
高
度
経
済
成
長
） 

県
内 

県
民
所
得
が
戦
前
の
水
準
に
戻
る
（
3
月
） 

新
京
成
電
鉄
開
通
（
3
月
） 

 
 
 
 

県
独
自
の
犬
税
新
設
（
11
月
） 

 
 

ま
ず
は
、
四
街
道
町
が
誕
生
し
て
六
二
年
目
に
な
り
ま

す
が
、
新
聞
を
通
し
て
四
街
道
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
り
、

当
時
の
様
子
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

昭
和
三
〇
年
の
合
併
は
、
昭
和
二
八
（
一
九
五
三
）
年

の
町
村
合
併
促
進
法
を
う
け
て
、
現
在
の
市
町
村
の
原
形

（
佐
倉
市
や
八
街
市
な
ど
）
が
で
き
た
「
昭
和
の
大
合
併
」

の
も
の
で
す
。
四
街
道
町
の
合
併
は
、
当
初
か
ら
千
葉
市
・

佐
倉
市
な
ど
周
辺
の
市
町
村
な
ど
と
の
合
併
が
検
討
さ
れ
、

住
民
の
考
え
も
様
々
で
あ
り
、
旭
村
の
馬
渡
地
区
は
佐
倉
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市
へ
編
入
（
昭
和
三
〇
年

一
月
）
と
な
り
ま
し
た
。

七
〇
〇
余
り
の
人
々
が

地
域
的
な
結
び
つ
き
な

ど
に
よ
り
、
選
択
し
た
も

の
で
す
。 

 

そ
し
て
、
よ
う
や
く
昭

和
三
〇
年
三
月
一
〇
日

に
千
代
田
町
と
旭
村
が

合
併
し
ま
し
た
。
人
口
は

一
万
八
一
四
六
人
（
千
代

田
町
一
万
二
三
三
八
、
旭

村
五
八
〇
八
）
で
す
。
周

辺
の
町
と
し
て
は
、
八
街

町
（
二
万
五
三
二
〇
人
）、

印
西
町
（
一
万
七
六
六
四

人
）
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

県
紙
の
『
千
葉
新
聞
』
に

は
、
四
街
道
町
の
記
事
は

載
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

三
月
一
〇
日
（
一
面
下
）

に
「
祝 

四
街
道
町
発
足

（
千
代
田
町
・
旭
村
）
合

併 

昭
和
三
〇
年
三
月

一
〇
日
」
の
広
告
が
載
っ

て
い
ま
す
（
３
ペ
ー
ジ
図

参
照
）
。
旧
千
代
田
町
、

旭
村
の
町
村
長
・
助
役
・

収
入
役
・
町
村
議
会
議
員

（
正
副
議
長
）
の
氏
名
一

欄
の
外
に
、
四
街
道
町
職
務
執
行
者
清
宮
彦
一
（
旧
千
代

田
町
長
）
の
「
四
街
道
町
の
発
足
に
当
っ
て
町
民
各
位
に

望
む
」
の
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
文
は
折
ら
れ
て

撮
影
さ
れ
た
た
め
不
明
で
す
が
、
当
時
問
題
と
な
っ
て
い

た
「
旧
千
代
田
町
北
部
各
位
か
ら
の
要
望
の
点
も
慎
重
且

つ
精
密
に
検
討
し
て
真
の
住
民
福
祉
の
推
進
に
解
決
点
を

見
出
し
た
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

『
千
葉
新
聞
』
は
、
敗
戦
直
後
（
昭
和
二
〇
年
一
二
月

一
日
）
に
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
戦
時
中
に

県
紙
の
『
千
葉
新
報
』
が
政
府
の
新
聞
統
合
政
策
に
よ
り

『
毎
日
新
聞
』
と
合
併
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
欠
号
が
多
く

不
鮮
明
な
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
県
立
中
央
図
書
館
や
千

葉
県
文
書
館
な
ど
で
読
め
ま
す
。
昭
和
三
一
年
に
労
働
争

議
が
あ
り
廃
刊
と
な
り
、『
千
葉
日
報
』
へ
引
き
継
が
れ
ま

し
た
。 

 

左
下
図
は
七
月
三
日
に
千
葉
大
学
教
育
学
部
（
旧
野
砲

校
兵
舎
）
で
祝
賀
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
近
藤
貴
義
元

千
代
田
町
長
へ
の
案
内
状
で
す
（
近
藤
貴
子
所
蔵
文
書
）
。 

 

明
け
て
昭
和
三
一
年
に
入
る
と
、
一
月
一
七
日
に
緊
急

町
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
分
離
問
題
は

結
論
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
大
勢
は

知
事
勧
告
を
あ
く
ま
で
拒
否
、
住
民
投
票
実

施
に
な
る
予
想
と
な
り
ま
し
た
。
清
宮
町
長

ら
は
、
県
庁
を
訪
れ
て
県
の
指
導
に
対
し
て

責
任
を
追
及
し
ま
し
た
。
一
月
二
一
日
の
記

事
に
は
、「
四
街
道
の
分
割
悪
化
」
が
載
り
県

町
村
合
併
審
議
会
の
編
入
意
向
に
対
し
、
旧

旭
村
代
表
者
ら
は
一
九
日
県
庁
に
お
い
て
町

の
分
町
な
ら
旧
旭
村
も
分
離
と
い
う
強
硬
な

要
求
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
四
日
の
記

事
に
は
「
雪
の
県
庁
に
座
り
込
み
／
昨
夕
、
四
街
道
町
民

押
か
く
」
と
分
離
反
対
派
の
動
き
を
載
せ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
見
る
と
、
北
部
地
区
の
吉
見
・
畦
田
の
二
地
区
の
境

界
線
（
分
割
）
構
想
が
読
み
取
れ
ま
す
。 

 

四
月
に
は
、
分
町
問
題
で
集
団
休
校
や
佐
倉
市
中
学
校

へ
の
転
校
な
ど
も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
は
四
街

道
町
ば
か
り
で
な
く
、
関
宿
町
（
現
野
田
市
）、
富
里
村
（
現

富
里
市
）、
海
上
村
（
現
市
原
市
）、
和
田
町
（
現
南
房
総

市
）
な
ど
も
紛
争
を
か
か
え
て
い
ま
し
た
。 

 

結
局
、
一
二
月
二
七
日
の
住
民
投
票
の
結
果
（
投
票
率

九
四
・
七
三
％
）
は
賛
成
派
が
三
分
の
二
以
上
を
占
め
て

分
離
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
初
の
ケ
ー
ス
で
、

県
の
選
挙
管
理
委
員
会
の
下
で
行
わ
れ
た
の
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

 

（
文
・
市
史
編
さ
ん
主
任 

中
村
政
弘
） 

参
考
資
料
：『
佐
倉
市
史 

巻
四
』
二
〇
〇
八
年
・『
千
葉
県
の
歴
史 

通

史
編
近
現
代
3
』
二
〇
〇
九
年
・
中
村
「
町
村
合
併
を
め
ぐ
る
紛
争
」

（『
千
葉
県
史
研
究
』
第
16
号 

二
〇
〇
八
年
）・
中
村
「
四
街
道
に
お

け
る
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て
（
1
）
」
（『
四
街
道
の
歴
史
』
第
11
号 

二
〇
一
六
年
） 
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【
古
文
書
が
伝
え
る
四
街
道
の
歴
史 

第
一
回
】 

～
江
戸
時
代
の
六
方
野 

～ 

一
．
〝
六
方
野
〟
の
開
拓 

四
街
道
市
の
西
北
に
〝
鹿
放
ヶ
丘
〟
（
ろ
っ
ぽ
う
が
お

か
）
と
い
う
地
区
が
あ
り
ま
す
。
戦
後
こ
の
地
の
開
拓
者

た
ち
が
命
名
し
た
地
名
で
す
。
鹿
放
ヶ
丘
の
西
側
に
隣
接

す
る
千
葉
市
側
に
は
、
同
じ
読
み
の
千
葉
市
稲
毛
区
六
方

町
（
ろ
っ
ぽ
う
ち
ょ
う
）
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
両
地
域
は
古
く
か
ら
〝
六
方
野
〟
と
呼
ば
れ
た
広

大
な
原
野
の
北
部
に
あ
り
、
南
は
現
在
の
市
域
め
い
わ
団

地
・
鷹
の
台
団
地
か
ら
金
親
の
手
前
ま
で
、
西
は
千
葉
市

の
宇
那
谷
か
ら
犢
橋
の
手
前
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。 

六
方
野
の
開
発
は
江
戸
時
代
の
寛
文
一
二
（
一
六
七
二
）

年
の
江
戸
の
商
人
た
ち
が
幕
府
に
願
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
八
〇
〇
町
歩
を
超
え
る
ま
ぐ
さ
場
が
開
発
さ
れ
、
長

沼
新
田
が
誕
生
し
ま
し
た
（
千
葉
県
文
書
館
所
蔵
「
長
沼

新
田
地
図
」）
。
そ
し
て
現
在
の
大
日
山
（
当
時
は
権
現
山
）

の
南
方
地
域
が
長
沼
新
田
の
新
畑
と
な
り
、
東
金
御
成
街

道
の
両
側
に
長
沼
新
田
の
集
落
が
起
立
し
ま
し
た
（
現
在

の
国
道
一
六
号
線
長
沼
交
差
点
周
辺
）
。 

二
．
〝
権
現
山
〟
か
ら
大
日
山
へ 

 

権
現
山
は
宇
那
谷
村
の
村
域
に
含
ま
れ
、
村
の
檀
那
寺

で
あ
る
大
聖
寺
の
境
外
地
と
し
て
管
理
さ
れ
ま
し
た
。
権

現
山
は
、
徳
川
家
康
が
東
金
へ
の
鷹
狩
御
成
の
途
中
に
立

ち
寄
り
休
憩
を
取
っ
た
、
と
の
言
い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
権
現
山
に
つ
い
て
、
宇
那
谷
村
の
古
文
書
「
延
享
三

（
一
七
四
六
）
年
村
明
細
帳
」（
千
葉
県
文
書
館
所
蔵
中
村

家
文
書
）
が
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。 

「
御
公
儀
様
御
除
地
、
湯
殿
山
権
現
、
八
町
歩
、
右
寺
（
大

聖
寺
）
支
配
」、
つ
ま
り
年
貢
免
除
の
地
所
で
、
本
尊
は
出

羽
三
山
の
ひ
と
つ
湯
殿
山
権
現
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
「
書
上
帳
」（
同
家
文
書
）

に
は
「
右
者
東
照
宮
よ
り
御
寄
附
ニ
付
、
依
之
四
箇
年
目
御

礼
登
城
相
勤
申
候
」
と
な
っ
て
お
り
、
権
現
山
は
家
康
か
ら

寄
付
さ
れ
た
も
の
で
、
四
年
ご
と
に
お
礼
の
江
戸
城
登
城
を

実
施
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
明
治
三
（
一
八
七
〇
）

年
に
宇
那
谷
村
が
提
出
し
た
「
本
末
寺
号
其
外
明
細
帳
」

で
は
「
境
外
除
地
大
日
山
壱
ヶ
所
、
反
別
拾
弐
町
歩
、
同

寺
（
大
聖
寺
）
持
」
と
な
っ
て
お
り
、
権
現
山
は
大
日
山

に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
令
に
よ
り

権
現
の
神
号
が
一
時
禁
止
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
「
大
日

山
」
に
改
称
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

三
．
六
方
野
は
鹿
狩
の
舞
台 

徳
川
将
軍
は
四
回
の
小
金
原
（
現
在
の
松
戸
周
辺
）
で

の
御
鹿
狩
を
行
っ
て
い
ま
す
。
享
保
一
〇
（
一
七
二
五
）

年
と
翌
一
一
年
に
八
代
将
軍
吉
宗
が
、
寛
政
七
（
一
七
九

五
）
年
に
は
一
一
代
将
軍
家
斉
が
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
最
後
の
四
回
目
は
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
三
月
一

八
日
の
一
二
代
将
軍
家
慶
で
、
四
街
道
市
指
定
文
化
財
の

井
岡
家
所
蔵
「
嘉
永
二
年
小
金
原
御
鹿
狩
文
書
」
二
二
点

の
古
文
書
と
大
絵
図
二
点
が
詳
細
に
伝
え
て
い
ま
す
。 

現
在
の
千
葉
・
埼
玉
・
茨
城
の
約
二
千
か
村
か
ら
約
五

万
人
の
勢
子
人
足
が
、
北
は
利
根
川
、
東
は
鹿
島
川
・
小

名
木
川
、
南
は
江
戸
湾
、
西
は
江
戸
川
の
ヘ
リ
に
設
け
ら

れ
た
四
九
か
所
の
揃
所
に
集
め
ら
れ
ま
し
た
。 

四
街
道
市
域
で
は
物
井
村
・
和
良
比
村
・
小
名
木
村
に

揃
所
が
設
け
ら
れ
、
四
街
道
市
域
一
六
か
村
か
ら
二
六
八

人
の
勢
子
人
足
が
、
さ
ら
に
印
旛
沼
南
部
や
利
根
川
下
流

の
村
々
を
合
わ
せ
て
、
二
百
九
か
村
か
ら
、
何
と
約
五
千

三
百
人
の
勢
子
人
足
が
集
ま
り
ま
し
た
。
当
時
の
市
域
一

六
か
村
の
人
口
は
推
定
四
千
人
ぐ
ら
い
で
す
が
、
そ
の
混

雑
ぶ
り
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
御
成
前
々
日
の
早
朝
、

小
金
原
に
向
け
て
二
泊
三
日
野
宿
を
し
な
が
ら
追
い
立
て

を
開
始
し
ま
し
た
。
六
方
野
は
初
日
午
前
中
の
追
い
立
て

場
に
な
り
、
大
日
山
は
ち
ょ
う
ど
昼
食
休
憩
の
場
所
と
な

り
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
間
、
小
金
牧
（
中
野
牧
・
下
の

牧
）
の
御
狩
場
・
追
い
立
て
場
に
生
息
し
て
い
た
野
馬
数

千
頭
が
六
方
野
に
囲
い
込
ま
れ
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
で
最
近
整
理
し
た
屏
風
裏
張
文
書
（
四
街
道
市

所
蔵
）
に
、
文
化
一
一
（
一
八
一
四
）
年
に
佐
倉
藩
主
が

六
方
野
で
鹿
狩
を
し
た
記
録
が
あ
り
、
こ
の
頃
ま
だ
六
方

野
に
鹿
が
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
翌
日
家
臣
た
ち

に
鹿
肉
が
下
賜
さ
れ
た
こ
と
も
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

          

 

（
文
・
市
史
編
さ
ん
協
力
員
代
表 

大
矢
敏
夫
） 

 

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
さ
ら
に
資
料
を
充
実
掲
載
中 

寛文年間開発当時の「権現山」 

千葉県文書館所蔵「長沼新田絵図」より 

（許可番号 29-県-5） 

 


